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下呂市第２次総合計画の施策ごとに、平成 31 年度の
主な事業を紹介します。

移動販売支援事業　160 万円
生活必需品などの買い物が困難な市民に対し、恒常的に移

動販売業務を実施する事業者へ社会貢献を伴うモデル事業

として助成。

訪問介護推進事業　885 万円
訪問介護サービスを安定的に提供できるよう事業者を支援。

高等職業訓練促進給付金事業　240 万円
ひとり親家庭の親が就業に結びつきやすい資格を取得する

ため、養成機関に就学した場合、就学期間中の生活負担軽

減を目的に給付金を支給。

保育所施設整備事業　1,091 万円
わかばこども園改修工事の設計や子育て支援施設へのエア

コン設置。

学童保育クラブ運営事業　2,837 万円
放課後や長期休暇中に保護者の養育を受けられない児童の

生活の場所を提供するため、放課後児童クラブ（学童保育）

を運営。常時開設 6カ所、夏季開設 3カ所。

医師招へい事業　1,783 万円
下呂温泉病院、高山赤十字病院が行う産婦人科医確保経費を

補助。高山赤十字病院の放射線医学講座の開設経費を補助。

看護師等修学資金貸与事業　1,680 万円
市内の公的病院で看護師、助産師として働く意思のある学

生に修学資金を貸与。（貸与期間の 2分の 3の期間を市内

の公的病院で勤務した場合は返済免除）

子育て支援予防接種事業　1,369 万円
妊娠を希望する女性およびその配偶者を対象とした風疹予

防接種など、任意予防接種の費用を助成。

「まめで得々」健康づくり推進事業　1,151 万円
市民が自身の健康づくりに取り組むことでポイントが得られ、

そのポイントに応じた特典が得られる健康づくり事業を実施。

中原診療所管理運営事業　3,778 万円
中原診療所を運営するため、医師や看護師などの確保、備

品購入などを実施。

母子保健事業　539 万円
各種乳幼児健診や新生児聴覚検査などを実施。弱視の早期

発見のため眼科検診機を購入。

加藤素毛文化遺産次世代継承事業　229 万円
郷土の偉人である加藤素毛を後世に伝えるとともに、地域

づくりや観光の資源として生かすため、マンガの作成や学

習講座を開催。

小中学校トイレ改修事業　4,208 万円
洋式トイレ整備率の低い小学校４校、中学校１校の和式ト

イレ 45 基の洋式化を実施。

小中学校長寿命化改良事業　1,005 万円
小中学校の老朽化の実態把握と個別施設ごとの今後の改修

（長寿命化）計画の策定。

小中学校教育振興事業　6,141 万円
教職員の業務負担軽減のため、県内共通の統合型校務支援

システムの導入。

学校 ICT 環境整備のため各学校 1台の電子黒板（周辺機器

含む）を導入。

青少年健全育成事業　299 万円
親子わくわく科学体験教室の開催や子ども会（ジュニア

リーダー含む）の活動費用の一部を補助。

地域学校協働活動推進事業　143 万円
放課後や週末に学校などを活用し、さまざまな体験活動や

地域住民と交流する、放課後子ども教室を実施。

生涯スポーツ普及事業　1,034 万円
市民が健康な生活を送るため、地域スポーツの振興と総合

型地域スポーツクラブの育成、支援を実施。

グラウンド等管理費臨時　4,295 万円
あさぎりスポーツ公園野球場に防球ネットの新設とバック

ネットのかさ上げを実施。

平成 31 年度の主要事業

はぐくみ～教育・文化～
生きる力や豊かな文化を育みます

すこやか～健康・福祉～
だれもが笑顔で元気に暮らせるまちを支えます

公の施設見直し事業　6,356 万円
「ひめしゃがの湯」「美輝の里」の２施設への支援措置交付

金の交付や登録免許税の負担。

集落集会施設等整備事業助成費　985 万円
自治会などが所有、管理する集落集会施設などの改修事業

を支援。

各地域振興事業　1 億 4,238 万円
自治会活動交付金や地域活動のための原材料支給、重機借

上などの支援。

地域おこし協力隊事業　2,871 万円
地域おこし、地域づくり活動を行う地域おこし協力隊員を

４地域に７人配置。

し尿処理施設管理運営費臨時　2,453 万円
中山浄化園のし尿汚泥を新クリーンセンターに搬出運搬す

るために一部設備の改良を実施。

環境衛生施設整備事業　1 億 705 万円
新最終処分場の整備に向けた詳細設計および生活環境調査

業務などを実施。

やすらぎ～環境共生～
自然と寄り添い持続可能な社会を目指します

まちづくり～参画・協働～
市民や地域との協働でまちづくりに取り組みます



※事業説明は、事業の一部を紹介したものです。
※金額は千円以下を四捨五入しています。

下呂市の 予算

コミュニティバス運行事業　1 億 4,226 万円
路線バスなど公共交通機関の廃止代替バスとして、地域の

交通手段を確保するためコミュニティバスを運行。

デマンドバス運行事業　1,406 万円
コミュニティバス運行路線外に居住する、高齢者などの移

動制約者への交通手段としてデマンドバスを運行。

社会資本整備総合交付金事業、防災安全交付金事業　
8 億 4,557 万円
国の交付金を活用して実施する道路改良、道路総点検結果

に基づく道路の修繕および橋りょうの長寿命化など。

住宅・建築物安全ストック形成事業　3,148 万円
市内建築物の耐震化を促進するため、木造住宅など建築物

の耐震診断、補強設計、耐震改修工事への補助。

建築物安全支援事業　272 万円
木造住宅への耐震シェルター設置、耐震リフォーム工事、

ブロック塀などの撤去工事への補助。

いしずえ～基盤整備～
日々の快適な生活を支えるまちの基盤を整えます
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犯罪被害者支援事業　43 万円
犯罪被害により死亡した被害者の遺族や重傷を負った被害

者を支援するため、犯罪被害者等見舞金を支給。

河川整備諸経費臨時　1,457 万円
平成 30 年 7 月豪雨災害を受け、事前防災対策として市が

管理する普通河川の現況調査や河道改修効果の検証を実

施。

消防本部施設整備事業　354 万円
老朽化した空調設備の改修に向けた設計や女性消防吏員の

雇用に向けた庁舎改修の設計を実施。

中消防署消防自動車等購入事業　1 億 5,544 万円
中消防署はしご車の老朽化に伴い、25 ｍ級屈折はしご車

に更新。

簡易無線機設備整備事業　1,664 万円
大規模災害時などの消防団の通信手段確保のため、簡易携

帯無線機 110 台の導入および通信設備の整備。

消防機械器具整備事業　726 万円
消防団のヘルメットやホース、災害用照明機器5基を購入。

防火水槽整備事業　845 万円
花池地区、幸田地区に地下式 40 立法メートル耐震性防火

水槽各１基を整備。

災害対策諸経費臨時　4,536 万円
災害対策本部テレビ会議システムの更新、御嶽山の民間山

小屋の噴石対策への補助、停電被害を未然に防ぐためのラ

イフライン保全対策、地域で行う家具転倒防止や戸別受信

機の電池交換費用の補助。

飛騨御嶽高原高地トレーニングエリア推進事業　402 万円
高トレエリアの PR 活動、市内小中高生の合宿費の助成、

小学 5年生、中学 2年生を対象としたオリンピック教室

の開催。

有害鳥獣中間処理施設管理運営費　509 万円
平成 30 年度に萩原町上呂地区に建設した有害鳥獣中間処

理施設を活用し、捕獲個体の解体、運搬を実施。

元気な農業産地構造改革支援事業　2,948 万円
新規就農者や中核農家、担い手農家の農業施設整備、農業

用機械導入経費の一部を補助。

強い畜産構造改革支援事業　1,667 万円
新規就農者、後継者の新規事業参入のための施設整備、機

械導入経費の一部を補助。

地域材需要促進事業　827 万円
地域材を利用して住宅の新築や増改築をする建築主に対

し、地域材使用にかかる費用の一部を補助。

間伐材安定供給支援事業　1,200 万円
森林経営計画により搬出された間伐材のうち、市内の工場

に出荷された材の搬出経費の一部を補助。

小口融資事業　3 億 1,780 万円
市内の中小企業者の経営安定を図るため、運転資金および

簡易な設備資金を融資。

生産性向上人材育成支援事業　45 万円
市内の事業所が従業員に業務上必要な研修、試験などを受

講、受験させるための費用を補助。

空き店舗等活用事業　406 万円
市内の空き店舗や空き家を活用して事業を営もうとする事

業者に対し、改装費や賃料の一部を補助。

観光振興団体活動事業助成　9,779 万円
各地域の観光協会の運営に対する補助。

観光客誘致対策事業　1 億 2,510 万円
観光協会、旅館組合、商工会などとの官民協働による誘客

活動を実施。

関係人口構築事業　527 万円
下呂市を応援してくれる関係人口・交流人口の拡大を図る

ため、東京事務所の運営や交流イベントの実施。

都市再生整備事業　3,742 万円
（仮称）観光交流センターの測量設計や森１号線の修景工

事を実施。

社会資本整備総合交付金事業　3,405 万円
幸田 2・6号線の無電柱化や道路改良のための支障移転補

償。

にぎわい～産業経済～
まちのにぎわいと活力を生む産業を盛り上げます

あんしん～安全安心～
災害などの危機に備え地域の安全性を高めます


